学術講演会

日時：９月３日（土）15：00から

場所：ホテルサンプラザ

講師：北海道医療大学　村田 勝 准教授　（顎顔面口腔外科学分野）

演題：「歯のリサイクル医療の発展と骨再生用バイオマテリアル」

新聞等で時々話題提供されている村田准教授を迎え、今期初の学術講演会が行われた。

先生は自家脱灰象牙質移植について2003年に発表したが、規制の厳しい日本ではなかなか実用には遠く、韓国が先に象牙質顆粒、歯根タイプ、壁タイプの移植を2009年からビジネス化していて、これからアジア諸国、そして世界に広まろうとしているとのことである。また、象牙質移植の基礎と臨床、再植の際の臨床的なコツや様々なマテリアルの紹介、他の体の部位への利用など、たくさんの研究に裏付けられたしっかりした理論を教えていただき、治療方法、材料について紹介していただいた。かつて先端医療とされてきた治療方法が非常に身近なものとなり、夢のような治療法が加速度的に確立されつつあることが感じられる講演会であった。この日は台風12号が北海道にも強風と大雨をもたらし、わずか15名の参加だったのが非常にもったいなかった。
村田准教授「歯のリサイクル医療の発展と骨再生用バイオマテリアル」要旨
1 韓国の医療サービス

骨で骨を再生させる論文は200年前に発表され、ウサギの象牙質でウサギの骨を作る論文は40年前に発表されている。
村田先生は従来から抜去歯を砕いた顆粒象牙質で骨を作る研究をしてきた。
2003年、IADAで「自家脱灰象牙質移植の臨床報告」を発表以来、村田先生の元には韓国の研究者が度々見学に訪れていた

2009年、韓国の金教授がKOREA TOOTH BANKを設立、顆粒のみならず、歯根タイプ、壁タイプをも作る事業を始めていて驚いた。ここでは抜去歯を預かり象牙質顆粒等にして２週間後に依頼歯科医院に戻す事業をしている。費用は１万円/本、患者負担は２万円/本でこの２年間で30000症例もの実績がある。
韓国で最も中心的なソウル大学も象牙質顆粒を作るラボセンターを作ってしまった。

タイ、シンガポール、中国でも始まろうとしており、米ジョージア大学でも動きがある。
日本では規制が厳しいためかなり立ち遅れたが、今後はどんどん進めていきたい。
2 象牙質移植の基礎と臨床

脱灰しない象牙質は骨造成に８～12週間かかるが、脱灰した象牙質は６週間で骨を誘導し、つくることができる。ともにBMPを添加するともっと早い。

骨も象牙質も組成は同じ（アパタイト70％、コラーゲン20％、水10％）であり、
両者ともコラーゲンには骨誘導に有利な物質、ＢＭＰ等がたくさん含まれている。
象牙質や骨を酸に入れるとアパタイトが溶けてＢＭＰ等を含むコラーゲンが残る。（柔らかくなる）硝酸を用いると一番早いということが分かっている。

歯を砕く機械（Tooth Mill）は現在150万円くらいするが、これを小さく安価に抑えたい。
今はTooth Millを使って30秒で0.5～2ｍｍの顆粒にし、硝酸に20分つけて酸処理し、洗ってすぐにチェアサイドで使うことができる。
「フィックス君」の紹介

再植の際、抜去した歯根部分を触らず、汚染させずに口腔外で根管治療ができる装置「フィックス君」を開発した。（モロオ ８万円程度）
一般的には再植後しばらくしてから根治をするが、「フィックス君」により抜去直後に根治をして、すぐに再植をする治療法を取り入れている。
「骨切り」も紹介

再植歯が大きくて抜歯窩に入らない時の骨切りの技術も紹介。
逆に再植歯が小さい場合、すきまがあってもよい。骨に穴をあけて新鮮な血を出すこと。

小樽の熊澤歯科で左上８を抜去し、象牙質顆粒にして左下７部に埋め、インプラントを入れたことがあるが、象牙質顆粒が骨に置き換わるのは予想通りだが、歯肉内に溢れ残存していた結合組織内の象牙質顆粒の周りに骨が作られていたことには驚いた。
象牙質顆粒を置いて縫合するときにも皮質骨に穿孔を加え出血させている。

3 ベストマテリアルの紹介
細胞療法はコストがかかりすぎるので、マテリアルの開発に力を入れている。
テルダーミス、テルプラグは優秀なコラーゲンの材料である。
これらにＢＭＰを添加すると骨造成は極めて早い。
スポンゼルはコラーゲンに熱を加えて変性・溶出させたゼラチンであり、早く吸収されてしまい、前の２つよりはやはり劣る（魚の煮こごりみたいなもの）。
人工骨を選ぶならＨＯＹＡ ＰＥＮＴＡＸ社製のハイドロキシアパタイト製人工骨「アパセラムＡＸ」が大変優秀である。
「骨誘導を妨げない“のり”」が欲しいと考えていたが最近登場した。アパタイトの操作性をよくする“のり”を患者本人の血液から作る機械の「Fibrin Gel」が登場したのでこれから使って研究していくつもりである。
羊の椎間板に象牙質を埋入し、「歯を用いて他の部位を直す医療」も進めようと、北大医学部の先生との共同研究で行う予定である。
